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英語圏における焼畑研究の動向に関するノート
― 2014-2021年の論文を中心に―

佐 藤　廉 也
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1.　はじめに

焼畑が急速に衰退しつつあるという言説を、ここ 20年の間に頻繁に目に

するようになった。その根拠としてあげられるのは、伝統的に焼畑が盛んに

おこなわれてきた熱帯地域において、商品作物栽培の導入による常畑（永年

耕作地）化や大規模プランテーションの造成が進むことによって焼畑用地が

他の土地利用に転換している事例が多く報告されることや、焼畑が熱帯林の

減少に寄与しているという前提のもとに各国政府が焼畑を禁止・抑圧する政

策を進めていることなどである。

しかし、近年公刊されている英語圏の焼畑に関する研究論文には、むしろ

そうした言説の信憑性に疑問を投げかけるものが少なくない。例えば後述す

る van Vliet（2012）は、1990年代後半から 2000年代にかけて世界の熱帯各

地でおこなわれた実証研究にもとづく論文をレビューし、衰退傾向を示しな

がらも焼畑は今でも、周辺化され市場経済のメリットを享受できない熱帯の

辺境地域において人びとの生存上のリスクを担保する生業として重要であり

続けていると結論している。

さらに、衰退しているかどうかを検証する以前に、そもそも焼畑が世界で

どれくらいおこなわれているかという状況把握すら、信頼のおけるデータが

ほとんど存在しないのが現状である。例えば FAO（2005）は、焼畑二次林
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を含めたアジア・アフリカ・ラテンアメリカにおける焼畑面積を 8億 5千万

ヘクタールと推定している。しかしながら後述する Heinimann et al.（2017）

は、LANDSATを用いた Hansen et al.（2013）による世界の森林動態データ

を活用しつつ、高精度衛星画像を目視判読することによって焼畑に特徴的な

森林モザイクを抽出した結果、世界の熱帯でおこなわれている二次林を含め

た焼畑面積を 2億 8千万ヘクタールと算出し、従来の焼畑面積の見積もりが

過大なものであることを指摘すると同時に、焼畑が衰退しているという言説

が間違っていることを示している。焼畑に従事する人口の見積もりはさらに

混乱しており、4千万人から5億人まで様々である（Mertz et al. 2008）。

焼畑が現在でも盛んにおこなわれている生業であることは、公刊された焼

畑に関する実証研究の論文数にも反映されている。次章で述べるように、

Web of Scienceのデータベースに登録されている 1927年から 2021年までの

943報の焼畑関連論文の公刊年ごとの推移をみると、1980年代から一貫して

増加を続けている。これはWeb of Scienceに登録されている論文数自体が年

とともに増加していることを反映しているが、少なくとも焼畑に関する研究

は減少するどころか、むしろ増加傾向にあることは間違いないだろう。地球

環境問題との関係で 1980年代頃から国際的に注目された焼畑は、学術の世

界においても依然として注目を浴び続けているのである。

筆者は1999年の時点において、主に1980年代から1990年代に英語圏で公

刊された焼畑研究論文をレビューし、焼畑が熱帯林減少に寄与しているとい

う言説に疑問を投げかけると同時に、焼畑休閑の意味や焼畑の持続性、また

それらの環境へのインパクトをめぐり、実証研究の蓄積に伴って複雑な議論

が進行していること、持続性の検討には焼畑と森林の長期動態に関するデー

タが不可欠であること、さらに生態学的な文脈と社会・政策的な文脈を結び

合わせる視点が必要であることを指摘した（佐藤 1999）。その後、後述する

ように 2000年代から 2010年代にかけて、蓄積された実証研究を踏まえたい

くつかの重要なレビュー論文が公刊された。そのなかには、佐藤（1999）

で挙げた焼畑研究の課題に関して重要な新知見を提供するものも含まれてい
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る。本稿ではこれらの画期とみなしうる論文の概要を簡単にまとめつつ、最

新のレビューにおいてフォローされていない 2014年以降に公刊された 308

報の論文の動向を整理し、さらにそのなかで先行研究における重要な論点に

かかわる論文をいくつか抽出して検討する。本来は 308報の論文を精読した

上で明快に論点と到達点、そして現在に残る課題を簡潔に明らかにする必要

がある。しかし本稿はそこまでには至らず、プレリミナリーレポートとして

の位置づけを持つものであることを予め断っておく。

以上の焼畑研究の動向を概観した後、実証研究が蓄積され始めた 1980年

代に比べ、熱帯の焼畑に関する認識は格段の進歩を遂げたとも言えるし、逆

にそれらの研究を経た現在でもなお複雑きわまりない焼畑をめぐる未解決の

課題があることも明らかにされるだろう。この焼畑に対する認識・理解の進

歩は、残念ながら一般のメディアなどに見られる焼畑に対する言説にはほと

んど反映されていない。例えば 2019年のアマゾンで広がった火災報道に際

して、焼畑に関して事実に反する報道や、誤った認識に基づく言説が続出し

た。この問題に関しては本稿の範囲を逸脱しており別稿で報告する。

なお、メディアだけでなく、高校の地理教科書の記述も、焼畑に関する学

術研究の成果が反映しているとは言いがたい状況である。筆者は 2008年の

時点で使用されている全ての高校地理教科書の焼畑記述を抽出し、ほとんど

の教科書で誤解に基づく記述がみられることを報告した（佐藤 2016）。短く

まとめると、誤解は「焼畑が遅れた技術である」「焼畑が熱帯林を破壊する」

「変容した焼畑が環境劣化の原因となっている」という 3つのパターンに分

けられる。一方 2010年に使用されている地理教科書を見ると、1つ目と 2つ

目に関しては、10年前に比べ全体的に改善が見られる一方、3番目について

は相変わらず誤記述がまかり通っていることが確認できる。筆者は 2018年

にシェアが最も高い高校地理教科書を発行している帝国書院に対して、書面

で誤記述を指摘し回答を求めたが帝国書院からの回答は得られなかった。こ

の問題に関しても別稿で論じるつもりだが、ともかくこのような誤った認識

を正していくためにも、焼畑研究の成果を整理し、わかりやすく伝える努力
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が必要であると思われる。

本稿は上に述べた問題意識に基づいて英語圏における焼畑研究の最新動向

を記したノートである。次章ではWeb of Scienceデータベースでの論文の収

集方法と収集した943報の論文、およびそのうち2014年以降の最新の308報

の論文の概要について述べる。続く 3章では、佐藤（1999）の公刊以降、

2016年までに公刊された重要なレビュー論文の概要について簡潔に記述し、

論点を改めて確認する。4章ではそれらのレビュー論文でフォローされてい

ない2014年以降の論文について、3章で確認した論点を念頭に、重要と思わ

れるものをいくつか抽出してレビューする。

2.　Web of Scienceデータベース検索による抽出

2021年 8月にWeb of Science Core Collectionデータベースにおいてタイト

ル検索（“ shi�ing cultivation” or “ swidden” or “ slash-and-burn” or “ slash and 

burn”）をおこない、1927年から 2021年までに公刊された 943報の論文を抽

出した。なお、トピック検索では論文数は 3168報（2014年以降のものは

1276報）がヒットしたが、今回はタイトルに焼畑が含まれる 943報に絞っ

た。後述する 2000年以降のレビュー論文のうち直近のもの（Mukul and 

Herbohn 2016）はWeb of Scienceで 2014年 1月以前の論文を収集してレ

ビューをおこなっている。したがって今回はまだレビューされていない

2014年以降の論文308報を収集整理し、そのうち主要な論点に関連するいく

つかの論文を選び、第4章でメモランダムを記した。

943報のうち、94％にあたる 899報は 1980年以降、また 69％に相当する

647報は 2000年以降の論文である。さらに 2000年代が 227報、2010年から

2021年8月までが348報となっており、2000年以降、時間と共に論文数は顕

著に増加し続けている。Web of Scienceに登録されている論文は時期が新し

いほど数が多いのでこれは当然と言えば当然である。しかし、焼畑が衰退し

ていると言われながら、焼畑研究自体はむしろ増加していることは間違いな
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く、興味深い。

943報の分野別内訳は、Web of Scienceの分析ツールによれば環境科学

240、生態学 187、環境研究 149、人類学 137、森林科学 127、学際的農業研

究 124、土壌学 107、農学 104、植物科学 85、地理学 59となっている。なお

1970年以前の分野別内訳では地理学19と人類学15で全体の63％を占めてお

り、1980年代以降に焼畑に関する論文が激増したのは、地球環境問題への

注目を背景として広義の環境系研究が盛んにおこなわれるようになったから

だと言える。また学術誌によって分野分けされているために地理学の論文の

割合は低下したようにみえるが、2000年以降最もインパクトのある論文を

生み出しているのはコペンハーゲン大学の地理学者オール・メルツを中心と

するグループであり、また 1970年代以前から焼畑研究をリードしてきた

Human Ecology誌では 2009年と 2013年の 2度にわたって焼畑の特集が組ま

れ、地理学者や人類学者が論文を寄稿している。地理学者・人類学者は今で

も焼畑研究の中心に位置し議論を総合する役割を果たしていると言って良い

だろう。

2014年以降の概要にも簡単にふれておく。地域別に分類すると、アジア

165、ラテンアメリカ 60、アフリカ 29、ヨーロッパ 9、オセアニア 6となっ

ている。アジアではインド 73とラオス 21が最多で、ラテンアメリカではブ

ラジル 33が、アフリカではマダガスカル 9が突出する。後述するように

Heinimann et al.（2017）の推計では現在の世界の焼畑面積はラテンアメリ

カ（41％）とアフリカ（37% ）が多くを占めていることを考慮すれば、研

究が東南アジアに偏り、アフリカがあまりに少ないことは明らかである。こ

うした地域的偏りの背景には焼畑がおこなわれているアフリカの多くの地域

で政情不安があり調査が困難であること、東南アジアで焼畑の変容と衰退が

著しいことがある。

2014年以降の論文のテーマについて、筆者の主観的分類により大まかな

傾向をみておく。最も多いのは、土壌や植生に関わるもので、炭素や窒素の

蓄積・栄養素の動態を扱うものが多いが、動植物の種多様性を扱うものも含
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めると 125報にのぼり、全体の 40％に達する。これらはおおむね焼畑の環

境影響評価に関するものと言えるだろう。その他は政策 25、アグロフォレ

ストリーを含む代替農法や技術改良に関わるものが 22、市場経済化・生業

変容 20、歴史・古環境復原 18、持続性・合理性評価 16、時空間動態・リ

モートセンシング14となっている。

3.　3つのレビュー論文と焼畑研究のトレンド

次章で 2014年以降の論文レビューをおこなうに先だって、2000年以降に

刊行されたいくつかの重要な論文を振り返っておく。まず、Geist and 

Lambin（2002）は、アジア・アフリカ・ラテンアメリカにおける 1990年代

以前の森林減少を定量的に扱った 152報の査読論文を集成し、それぞれの地

域での森林減少を引き起こす近接要因と推進力の特定を試みた。その結果、

地域によって異なる要因があるとしながらも、商品作物栽培のための耕作地

拡大や牧場建設（例えば東南アジアではゴムやアブラヤシプランテーショ

ン、ラテンアメリカでは牧場やダイズプランテーション）、木材伐採、道路

建設が相互に絡み合って熱帯林減少の近接要因となることが広くみられ、そ

のような土地利用転換の誘因となる経済的・政策的がその推進力となってい

ると結論した。著者らは、それまで熱帯林減少の主要因であるとされてきた

焼畑や人口増加のような、単純な要因によって森林減少が起こるという主張

に疑問を投げかけた。この論文以後、熱帯林減少と焼畑とを結びつける議論

は研究の世界においては退潮していく（ただし、焼畑が環境劣化の原因とな

るという前提のもとに問題をフレーミングする研究はその後も少なくない）。

その 10年後には、1990～ 2000年代における焼畑の変容を扱ったレビュー

である van Vliet et al.（2012）が刊行された。著者らはこのなかで、焼畑が

熱帯各地において政策によって禁止・抑圧され、換金作物栽培や牧場に転換

していく傾向について明らかにしつつ、依然として辺境地域において焼畑が

人びとの重要な生業であり続けているとしていると結論した。その理由とし
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て、そうした辺境地域において人びとは市場経済導入による利益の享受から

疎外されており、むしろ開発のデメリットを被るリスクを持っているとし、

そのような状況において焼畑は生業転換のリスクや不確実性からのセーフ

ティーネットとして機能しているからだとする。同時に著者らは、焼畑がプ

ランテーションや牧場などに転換されることによって、熱帯林減少や生物多

様性の喪失、雑草の増殖による負の効果などのネガティブなインパクトが起

こっていることを強調した。

3つ目のレビューは、焼畑二次林が与える環境インパクトの評価を検討し

たMukul and Herbohn （2016）である。著者らはWeb of Scienceデータベー

スの検索によって 1950年から 2014年 1月までに発表された 401の査読論文

を抽出し、そのうち成熟林と二次林を比較した 73報のメタ分析をした。こ

の結果によると、この方面における研究分野は人類学・人類生態学への偏り

が顕著であるということである。そして地域別でみると、アジア太平洋地域

の研究が 215報で最多である。研究分野をより細かくみると、土壌肥沃度・

土壌の化学的分析が72報、植物生態学が62報、農耕技術・システムが57報、

アグロフォレストリー 35報、地理学・土地利用動態が 26報という内訳で

あった。生態学分野における研究が植物の種多様性や植生遷移に焦点をあて

る一方、保全生物学は鳥類の研究に偏っていた。また、土壌の必須栄養素に

ついては焼畑のインパクトは限定的であるという結果が顕著である一方、焼

畑や二次林の空間分布（例えば成熟林との距離など）が二次林の遷移に重要

な影響を与えるという結果が目立つと指摘した。さらに、成熟林と二次林の

比較分析が多い一方、焼畑と他の土地利用の比較は限定的であるという重要

な指摘をおこなっている（この点については同様の指摘をするMertz et 

al.（2021）について次章で触れる）。最後に、科学者や政策立案者は焼畑の

評価を一般化することには慎重になるべきであり、また一般化にあたって環

境と社会の両面を考慮すべきであるとしている。

総じて、熱帯林減少の要因としての焼畑という見方が誤謬として退けられ

る一方で、2000年代以降の研究は焼畑、とくに休閑の持つ意味やその環境
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インパクト、あるいは焼畑の変容が環境に与えるインパクトに学際的な関心

が集中していると言える。環境インパクトとして、休閑と土壌肥沃度との関

係や休閑の長さによる変化が問題にされることが多いが、この点で、百瀬

（2010）の議論する焼畑の環境適応的な意味をおさえておくことがきわめて

議論の整理に重要であると筆者は考える。休閑については従来、土壌肥沃度

を回復させるためにおこなわれるのだと考えられてきた。短期休閑化によっ

て土壌肥沃度は低下しやがて土地は不毛化するという仮定もそこから来てい

る。

しかし百瀬（2010）は、Roder（1995; 1997）などを根拠として、休閑の

意味は土壌の養分を回復させることではなく、植生遷移の過程で草本雑草を

排除することにあることを強調した。Roderらの研究によれば、焼畑作物の

収量を決める要因は土壌肥沃度ではなく雑草の量である。したがって焼畑に

従事する人びとは、養分が回復するために必要な休閑期間をとるのではな

く、多年生草本を死滅させるのに必要な年数の休閑を選択する。休閑の意味

が雑草の排除であるという指摘は百瀬以前にもさまざまな研究者が指摘して

いることだが（例えば Nakano 1978）、現在まで研究者の間ですら共通理解

には至っていないのが現状である。

以上の「休閑の意味」に関する理解は、焼畑という農法が小農にとって合

理的選択であるとはどのような意味なのかという問題につながる重要なもの

である。休閑や火入れにおける土壌肥沃度の回復を重視する視点に含まれる

偏見については、大崎・杉浦（2018）も詳細に検討し、焼畑に対する誤解

が根の深いものであることを明らかにしている。

4.　2014年以降の動向

まず、焼畑研究のフレームワークに関連する重要な論文を挙げておきた

い。Mertz et al.（2021） は、査読論文のデータを集成しつつ、焼畑二次林の

持つ生態系サービスを他の土地利用と比較し、これまでの研究による焼畑二

8



英語圏における焼畑研究の動向に関するノート

次林の供給する生態系サービスの評価には深刻なバイアスがあることを明ら

かにした。まず、焼畑二次林の生態系サービスに関わる研究において考慮さ

れているのは生態系サービスのごく一部の側面（生物多様性と炭素蓄積量）

に偏っていること、そして二次林の生態系サービスの評価において比較の対

象のほとんどが成熟林になっていることである。このことの問題点はどこに

あるのか。すなわち、現在熱帯においてあまねく進行する土地利用転換は、

「焼畑から成熟林への転換」ではなく、「焼畑からよりインテンシブな土地利

用（とりわけ常畑による商品作物栽培や樹木作物プランテーション）への転

換」が主流である。このことを踏まえれば、生態系サービスの比較は「二次

林とインテンシブな土地利用」においてなされるべきである。また例えば、

二次林とアグロフォレストリーの比較などはほとんどみられない。さらに、

生態系サービスには文化・社会的側面もあることは周知の通りだが、これら

の側面に関する研究は、食糧など経済的側面に比べて優先度が低いと考えら

れていることに加え、生物多様性などの方法に比べ定量的比較が難しいこと

もあって、等閑視されている。そして、ほとんどの計測は時系列上の一断面

における「スナップショット」に過ぎず、時系列のなかでの動態はほとんど

明らかにされないままである。また、土壌サンプリングが多くの場合地表か

ら20-30cmまでの深さでとられているのも、土地利用のインパクトがそれ以

上の深さに影響されることを考えると問題が大きい。さらに生物多様性の研

究も一部の生物に集中している。植物に関しては樹木に偏り、動物に関して

は鳥類に集中しており、哺乳類やは虫類が指標になることはほとんどない。

以上の指摘を踏まえ、まず休閑をめぐる問題を扱った論文について検討し

ていきたい。ボルネオの複数の焼畑において休閑期間と収量との相関がない

ことを明らかにしたMertz et al.（2008）は「休閑期間は焼畑の持続性指標と

しては使えない」と結論した。これに関連して休閑期間の異なる二次林の比

較をしたさまざまな実証研究がみられる。まず、休閑後の土壌特性の変化を

みたものとして Hepp et al.（2018） が挙げられる。ラオス北部の短期休閑林

で、0～ 4年間の休閑期間における土壌特性および炭素と窒素の蓄積量の変
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化を観測したものである。結果は以下の通りである。1年目の表層土壌では、

土壌有機炭素や過マンガン酸塩酸性化炭素（土地利用による土壌変化の指標

物）、窒素総量は休閑開始と同時に増加し、2年目以降は不変または減少し

た。10センチ深の土壌では、2年目に増加した以外は減少。結論として、休

閑による土壌養分の回復効果は、土壌の性質（固有の炭素平衡レベル）に依

存するとし、休閑期間の長さとは無関係であるとしている。

関連して、短期休閑林と長期休閑林の炭素量動態を比較した Bruun et 

al.（2021）の示す結果は注目に値するものである。ラオス北部において「25

～ 30年の休閑林」「3～ 4年休閑の焼畑および休閑林」「7～ 10年休閑の焼畑

および休閑林」合計 20サイトにおいて、土壌 pH・土性・土壌有機炭素蓄積

量・総窒素量・過マンガン酸炭素POXCを比較した結果、土壌有機炭素蓄積

量は長期休閑よりも短期休閑サイトにおいて多いという結果になった。著者

らはこの理由を枯死した植物の根のバイオマスが貢献しているのではないか

と推測している。これらの結果を踏まえ、短期休閑化が炭素蓄積量を減少さ

せるという根拠は怪しく、そのような仮定を批判的にみるべきであると述べ

ている。

さらに、休閑期間とバイオマス蓄積量との関係も、休閑期間が長いほど良

いという先入見に対して懐疑的な結果が多くもたらされている。Wood et 

al.（2017）は、ペルーの焼畑休閑林において、50年以上の過去の土地利用

を考慮して土壌有機物量・植物種多様性・バイオマスを比較した。その結

果、土壌有機物量と種多様性に関しては、過去におこなわれた焼畑の回数が

多いほど減少している一方、休閑期間の長さの影響はほとんどみられなかっ

た。さらにバイオマスに関しては休閑期間の長さによる変化はなく、バイオ

マス蓄積量も休閑の長さによって回復するという見方に疑問を投げかける結

果となっている。

一方、de Rouw et al.（2014）は、休閑中の雑草の動態に着目したものであ

る。北部ラオスにおいて、休閑段階の異なる（放棄直後から 10年まで）4つ

のサイトで雑草の発芽量を比較した結果、短期休閑焼畑において、土壌表層
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近くにあるシードバンクからの発芽量が大きく、短期休閑焼畑において雑草

量が多いのは、土壌深く沈潜することなく、表層に雑草の種子が多く残って

いることが原因と考えられることを指摘した。第 3章で述べたように焼畑を

休閑させる意味は雑草の排除である。de Rouw et al.（2014）が示した結果

は、雑草排除の近接要因に関して重要な示唆を持つと言える。

Delang et al.（2016）は、休閑期間と有用植物との関係に注目したもので、

等閑視されている生態系サービスの社会的・経済的な側面（非木材森林産物

採集の場としての二次林）につながる興味深いものである。著者らは北部ラ

オスにおいて、最長 20年までの 128の休閑林における有用植物の量・多様

性を調査した。なお調査地域では、伝統的には休閑は 5～ 11年だが、近年

は政策の影響により短期休閑化の傾向があるという。結果として、有用植物

の量は 11～ 12年まで休閑の長さとともに増加、それ以降は減少することを

明らかにした。この結果から著者らは、11～ 12年程度の休閑を確保するこ

とが望ましいと提案している。

Kameda and Nawata（2017）はラオス北部において、休閑林における雑草

の量・構成と焼畑の除草労働を調査し、雑草の量・種構成・除草労働量は、

休閑の長さよりも休閑後の植生遷移の影響をより強く受けることを指摘し

た。叢林休閑（ブッシュファロー）ではより草本類の繁殖がしやすく、タケ

類が多いブッシュもその類である。こうした遷移では、焼畑における除草時

間が長くなり労働生産性が低下する。著者らは森林休閑のための最低限の休

閑期間を確保することが労働量を減らすために効果的であると指摘してい

る。

ところで、前述のMertz et al.（2021）が指摘する通り、休閑の効果に関す

る研究の多くは、休閑林と成熟林を比較するものである。Mukul et al. （2020） 

は、フィリピン・レイテ島の休閑林と成熟林における森林構成と樹木種多様

性を比較し、結果として休閑に入ってからの種多様性回復はきわめて早く、

成熟林との差は小さいという結果を得た。著者らは固有種も多く、休閑林も

保全の対象として重要性が高いと述べる。人為的な影響のポジティブな側面
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を指摘するこのような研究は1990年代から続いている。

一方、休閑林を別の土地利用と比較する研究もある。Lin et al. （2016） は、

海南島において焼畑休閑林と択伐が行われた森林との植物種多様性を比較し

た。結果、後者は種多様性に変化はないが、焼畑休閑林は変化が大きいとし

ている。これは焼畑にネガティブな結論だが、比較の対象が択伐林というの

はユニークである。ただ、択伐林の種多様性が大きいというのは当然と言え

ば当然の結果であろう。

第2章で述べた通り、2014年以降の論文で、アフリカは焼畑面積の大きさ

においても変容のリスクにおいても重要な地域であるが、その重要性に比し

て近年の論文数は少ない。そのなかで、McNicol et al.（2015）は、様々な段

階の休閑林における土壌・地上炭素蓄積量と樹木の種多様性を比較し、結果

として土壌の炭素蓄積量は成熟林と休閑林で大きな差はないことを示した。

種多様性は 15～ 30年の休閑でピークに達し、また休閑林には成熟林にみら

れない多くの種もみられ、生物多様性にとって人間活動が重要な役割を果た

していることを指摘している。

持続性評価に間接的に関わるものとして、共有林の維持メカニズムを検証

するために考案された心理ゲームである「ミルパゲーム」をフィールドで実

施したDowney et al.（2020）は興味深い。著者らはベリーズの焼畑民にミル

パゲームを実施し、互恵労働、罰、共有林の持続性の関係を検討した。その

結果、互恵労働の規範が共有林の持続性を高める働きを持つと結論してい

る。行動経済学における「最後通牒ゲーム」のコモンズ版とも言えるゲーム

実験の結果である。

さて、世界の焼畑面積の見積もりが困難であることは本稿の冒頭で挙げ

た。Heinimann et al.（2017）は、近年焼畑研究に関して重要な貢献をする

地理学者や環境科学者によって、グローバルな焼畑の把握と将来予測をおこ

なった注目すべき論文である。著者らは、経緯度 1度のメッシュで世界を区

切り、高精度衛星画像から焼畑のサインである二次林のモザイク植生を判読

し、メッシュのセルごとに焼畑がおこなわれている範囲をパーセンテージで
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示し、グローバルマッピングを試みた。リモートセンシング分野での研究で

土地被覆の自動分類が試みられているにもかかわらず、著者らが目視判読と

いう方法を選択したことは、焼畑の兆候を示す二次林のモザイクを自動抽出

することは現在のリモートセンシング研究の水準を持っても困難であること

を示している。この作業に際して著者らは、Hansen et al. （2013）によるラ

ンドサット衛星画像を用いた 2000～ 2012年の間の森林動態のデータを用い

て、焼畑がおこなわれ得る森林地域の範囲の絞り込みをしている。同時に専

門家へのアンケートに基づいて 21世紀末までの焼畑の将来予測をおこなっ

た。

Heinimannらのマッピングの結果、熱帯林の分布する全ての経緯度 1度セ

ルのうち、62％に焼畑のサインがみられた。その地域別内訳は、41％が中

南米、37％がアフリカであった。そして焼畑と休閑林を合わせてトータル 2

億8千万ヘクタールと現在の焼畑面積を見積もった。これは過去のFAOなど

による 10億ヘクタール前後という見積もりよりも大幅に小さいが、現在で

も熱帯地域において焼畑は盛んにおこなわれているということを実証したと

言えるだろう。この結果を踏まえ、著者らは最近数十年のうちに焼畑が消滅

しつつあるという言説が間違っていると述べている。同時に、今後数十年で

市場経済化や政策の影響などで焼畑は急速に衰退すると予測し、現在焼畑を

おこなっている人びとの生計の安全を懸念している。

Heinimann et al.（2017）が指摘したように、リモートセンシングによる

自動的な土地分類だと、二次林の複雑なモザイクとなる焼畑の分類抽出は困

難である。例えばMolinario et al. （2017）は、リモートセンシングによりコ

ンゴ（DRC）森林域の複雑な伐採と二次林を含む被覆の細分化をマッピン

グすることを試みた。結果、森林の細かいフラグメンテーション化が確認さ

れたものの、その要因は特定できず、多くの課題を列挙するのみで、リモー

トセンシングによる焼畑の把握がやはり難しいことを示している。

焼畑の変容と、その環境へのインパクトについてはコンスタントに論文が

生産されている。Terefe and Kim （2020）は、エチオピア西部において「自
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然林」「焼畑（3年・7年休閑林）」「テフ・モロコシ・トウモロコシ単作常畑

（10年連作）」のサイトを選定し、土壌 pH・土壌有機炭素・土壌総窒素量の

比較を試みたものである（伝統的焼畑ではモロコシ・トウモロコシが栽培さ

れ、8～ 10年休閑される）。結果として、モノカルチャー化した畑において

は全てにおいて焼畑休閑林よりも劣っており、焼畑の変容による環境インパ

クトはネガティブなものであることを明らかにした。

ラオスはとりわけ政策的影響による焼畑の変容が報告される地域である。

Vongvisouk et al.（2014）は、焼畑から換金作物栽培常畑化するラオス北部・

中部の 3地区を比較している。北部の 2つの村では、ゴム栽培を始めた村で

焼畑面積は減少、トウモロコシ栽培を始めた村では逆に増加していた。サト

ウキビ栽培を導入した中部の村では、焼畑面積は安定していた。しかし将来

的には中部でも焼畑は減少する可能性を指摘している。さらに換金作物常畑

化は、焼畑を森林に置き換えようとするラオスの政策とは逆方向に働く動き

であると述べている。

一方 Perez-Garcia and del Castillo（2017）は、メキシコ・オアハカの「ミ

ルパ（伝統的焼畑）システム」と「耕起・化学肥料による半常畑」の休閑植

生の比較をおこなった。その結果、木本類の成木・実生の密度や種多様性は

前者に偏り、後者は多年生草本の密度が高いということがわかった。草本類

の多様性は両者で大きな違いはない。後者は隣接する 20年以上の長期休閑

林により多様性や密度が変化していた。

Boillat et al.（2015）は、Hansen（2013）の世界森林動態データとラオス

農業センサス、およびルアンプラバンの 2つの村での調査データを用いてリ

セトルメント政策による焼畑と森林分布の変容を検証している。結果とし

て、リセトルメント政策によって森林伐採のクラスター化が起こり、森林劣

化に結びつく可能性が示唆された。一方森林火災で注目されるアマゾンの政

策と焼畑の関係に関しては、Carmenta et al.（2019）が、REDD＋などの活

動サイトで訪問調査を実施し、森林保護政策が小農を抑圧し対立する限り、

政策は失敗する可能性が高いことを指摘している。
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5.　おわりに

本稿の性質上、まとめにあたる記述は不要であろう。最新の論文を概観し

て気付くのは、一つには地域的な偏りが予想以上に大きいこと、もう一つは

佐藤（1999）が課題として指摘した長期の時空間動態に関する実証研究の

不在である。リモートセンシングを用いた研究は最も古いものでも 1970年

代までしかさかのぼれないことがその背景にある。これに関してSato（2017）

は、空中写真を用いてエチオピアの 1960年代から 2000年代までの森と焼畑

の動態の分析を試みたものであるが、まだ一つの試みを示したに過ぎない。

さらに分析方法を精緻化し、焼畑研究の空隙を埋めることを課題としたい。

［付記］

　本研究の実施にあたって JSPS科研費（20H00046基盤研究（A）「20世紀中期以降にお
ける焼畑と熱帯林の変容メカニズムの地域間比較研究」代表・佐藤廉也）を使用した。
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SUMMARY

Trends in studies of shi�ing cultivation  
(swidden agriculture) in the tropics: 

Preliminary review of papers published during 2014-2021

Ren’ya Sato

Academic papers on studies of shifting cultivation (swidden agriculture, 
slash and burn) were reviewed in this paper. 943 articles were extracted from 
Web of Science Core Collection database and outlined, then 308 papers which 
had been published during January 2014-August 2021 were picked up and re-
viewd to understand the current trends of studies. Shi�ing cultivation are being 
practiced mainly in Latin America, Africa and Asia, but recent studies on the 
shi�ing cultivation which are based on �eld research are inclined regionaly to 
South and Southeast Asia. Case studies in Africa are especially few probably be-
cause of political instability in many countries in Africa. �ere is a continuing 
trend in terms of field of study that environmental sciences and ecology are 
abundant in quantity, specially there are many studies on soil property, carbon 
stocks and plant species diversity of various stages in swidden fallows, and many 
of them are compared to those of primary or mature forests. Considering that 
main stream of land use transition are from shi�ing cultivation to other land use 
such as permanent cash crop cultivation including tree crop plantation, however, 
studies on environmental impacts of those transion, or on comparison of vari-
ous ecosystem services between those land uses should have a priorities. Empiri-
cal research on long term dynamics among secondary forests and swidden �elds 
are also lacked while those on short term trends using remote sensing technolo-
gy are many. 
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